
別紙２（様式 1）          研究事業評価調書（令和元年度）     令和元年12月 27日作成 

事業区分 経常研究（応用） 研究期間 令和２年度～令和５年度 評価区分 事前評価 

研究テーマ名 

 

（副題） 

肥育前期の粗飼料利用性向上による長崎和牛の品質向上 

（肥育前期の粗飼料利用性向上による高品質枝肉生産技術の開発） 

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 農林技術開発センター畜産研究部門大家畜研究室 井上哲郎 

＜県総合計画等での位置づけ＞ 

長崎県総合計画 

チャレンジ 2020 

将来像Ⅳ 力強い産業を創造する長崎県 
戦略８ 元気で豊かな農林水産業を育てる 

  （３）農林業の収益性向上に向けた生産・流通・販売対策の強化 

新ながさき農林業・農山村活性化

計画 

基本目標Ⅰ 収益性の向上に向けた生産・流通・販売対策の強化 
Ⅰ－２ 品目別戦略を支える加工・流通・販売対策 
⑤品目別戦略を支える革新的新技術の開発 

１ 研究の概要 

研究内容(100文字) 

濃厚飼料の第一胃分解性蛋白質水準や粗飼料の飼料成分が肥育前期去勢牛の粗飼料摂取量・消化率等に

及ぼす影響や産肉性に及ぼす影響を調査し、枝肉の高品質化につながる肥育技術を開発する。 

研究項目 

① 前期粗飼料多給肥育体系に適する第一胃分解性蛋白質水準の解明 

② 嗜好性の高い粗飼料の成分的特性調査 

③ 現地実証試験 

２ 研究の必要性 

１） 社会的・経済的背景及びニーズ 

・畜産研究部門が開発した前期粗飼料多給肥育体系は通常体系よりも増体が早く枝肉成績に差もない。 

県は本体系を肥育経営の経費縮減・回転率向上のための「長崎型新肥育技術」として推進している。 

・一方、肥育もと牛価格の高騰が経営を一層圧迫している状況から、更なる所得向上策が求めらていれる。 

・市場では枝肉重量、ロース芯面積、バラの厚さが大きい枝肉が好まれ、これらの形質を向上できれば 

枝肉の単価向上、ひいては所得向上につながることが期待される。 

・そのためには、現行の前期粗飼料多給肥育体系（長崎型新肥育技術）をさらに発展させ、より市場価値 

の高い品質の枝肉を生産する技術が必要である。 

２） 国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性 

・長崎型新肥育技術は本県独自の肥育体系であり、国、他県、市町、民間が単独で関与することはない。 

３ 効率性（研究項目と内容・方法） 

研究 

項目 
研究内容・方法 活動指標  

R 
2 

R 
3 

R 
4 

R 
5 

単位 

①  
前期粗飼料多給肥育体系に適する濃厚飼料

の第一胃分解性蛋白質水準の解明 

肥育試験 

供試頭数 

目標 12 12 
頭 

実績   

②  
流通粗飼料の嗜好性に関与する飼料成分の

解明 

嗜好性試験

供試頭数 

目標 ３ ３ ３  
頭 

実績     

③  現地実証試験 実施箇所数 
目標   １ 

箇所 
実績    

 



 

１） 参加研究機関等の役割分担 

・各振興局、農協および肥育農家：現地実証試験の実施 

２） 予算 

研究予算 
（千円） 

計 
（千円） 

人件費 
（千円） 

 
研究費 
（千円） 

財源 
国庫 県債 その他 一財 

全体予算 98,972 31,892 67,080   63,396 3,684 
2年度 30,533 7,973 22,560   21,413 1,147 
3年度 18,953 7,973 10,980   10,285 695 
4年度 30,533 7,973 22,560   21,413 1,147 
5年度 18,953 7,973 10,980   10,285 695 

※ 過去の年度は実績、当該年度は現計予算、次年度以降は案 
※ 人件費は県職員人件費の単価とする 

（研究開発の途中で見直した事項） 

４ 有効性 

研究 

項目 
成果指標 目標 実績 

R 
2 

R 
3 

R 
4 

R 
5 

得られる成果の補足説明等 

①  肥育マニュアル １技術        ○  

②  枝肉重量 510kg        ○ 長崎県農林業基準技術（H31.2月） 

③          

１）従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性 

・肉用牛肥育分野で給与飼料中の第一胃分解性蛋白質水準を検討した例は少なく、新規性がある。 

・本県は通常肥育体系で第一胃分解性蛋白質水準を検討した実績があり、新体系（長崎型新肥育技術）で

の研究に対して優位性がある。 

２）成果の普及 

■研究の成果 

■研究成果の社会・経済・県民等への還元シナリオ 

・本研究で開発された技術はマニュアル化する。関係機関（農業協同組合、畜産課、農産園芸課技術普及 

班、各振興局等）と協力して生産者の指導等に活用し技術の普及を図る。また、各和牛部会や農業振興 

協議会の勉強会等を通じた成果の普及に努める。 

■研究成果による社会・経済・県民等への波及効果（経済効果、県民の生活・環境の質の向上、行政施策へ

の貢献等）の見込み 

想定１：本技術による肥育牛の年間出荷頭数を13,000頭とする。 

想定２：本技術による平均枝肉重量の増加量を７kgとする。 

想定３：本技術による平均枝肉単価を現状の2,451円／kgから100円向上した 2,551円／kgとする。 

経済効果 ＝ 13,000頭 × ７kg × 2,551円／kg ＝ 232百万円 

 

（研究開発の途中で見直した事項） 

 

 



別紙２（様式 2）                       研究評価の概要 

種

類 
自己評価 研究評価委員会 

 

 

事 

 

前 

（元年度） 

評価結果 

(総合評価段階： A ) 

・必 要 性：A 

 肥育もと牛価格の高値が続き肥育経営を圧迫してい

る中、本研究により市場価値の高い枝肉の生産技術

を開発できる可能性があり、枝肉単価の向上、ひいて

は農家所得の向上が期待される。 

 

 

・効 率 性：A 

 本県が過去に行った通常肥育体系における第一胃

分解性蛋白質水準の試験成績を参考に、前期粗飼料

多給肥育体系における最適水準を２回の肥育試験で

効率的に解明する。供試牛は外部からの導入のほ

か、自家生産子牛も充当するなど、試験に要する経費

の節減に配慮する。 

 

・有 効 性：A 

 肉用牛肥育分野で給与飼料中の第一胃分解性蛋白

質水準を検討した例は少ない中、本県は過去に通常

肥育体系における第一胃分解性蛋白質水準の検討を

行っており、新規性と優位性がある。 

 

 

・総合評価：A 

 市場価値の高い枝肉生産技術は肥育農家の所得向

上に寄与すると期待される。また、本研究が改良しよ

うとしている「長崎型新肥育技術」は、関係機関全体で

普及を推進する体制が整えられており、研究成果を効

率的に普及させられると考えられる。 

（元年度） 

評価結果 

(総合評価段階： A ) 

・必 要 性：A 

 肉用牛の生産では、増体を早くする「長﨑型新肥育

技術」が推奨されているが、これをさらに発展させて

所得向上に貢献する技術として、ロース芯面積やバラ

の厚さの向上を図る本課題の必要性、重要性は高

い。 

 

・効 率 性：A 

 過去の試験成績を参考にした設計や自家生産子牛

の充当、農研機構のルーメンセンサーの利用検討な

ど、効率性を高める工夫が評価できる。なお、系統間

差や個体間差の影響を考慮した実験計画の検討を引

き続き進めてほしい。 

 

 

・有 効 性：A 

 これまでに作成したマニュアルや生産者の指導体

制、和牛研究会・農業振興協議会などを活用した成果

普及の道筋ができており評価できる。これまでの長崎

型新肥育技術のバージョンアップを行うことで、農家

の所得向上につながる有効な研究である。 

 

・総合評価：A 

 最適 CPｄの提示により市場価値の高い枝肉生産技

術が確立されれば、肥育農家の所得向上と長崎和牛

の普及推進につながり、高く評価できる。 

 対応 対応 

 

 

途 

 

中 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性  

・効 率 性  

・有 効 性 

・総合評価 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性  

・効 率 性  

・有 効 性 

・総合評価 

 対応 対応 

 

 

事 

 

後 

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性  

・効 率 性  

（  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性  

・効 率 性  



・有 効 性 

・総合評価 

・有 効 性 

・総合評価 

 対応 対応 

 
 


